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先祖の精霊を迎える
ｰ夏祭りの歴史ｰ

　内加茂集落には、かつて 8 月 24 日に行われる
愛
あ た ご

宕神社の「ウラボン」と呼ばれる夏祭りがありま
した。「ウラボン」とは、俗にいう「お盆」の正式
名称で、ご先祖様を供養するため、昼には相撲大会、
夜には万

まんどう

灯引きが行われました。
　 歴 史 は 古 く、 寛

かんせい

政 7 年（1795） の 古 文 書 に
は す で に 記 載 が あ り ま す。 か つ て は「 立

た ち き

木 山
さん

 
愛
あ た ご

宕万
まんどう

灯角
す も う

力」と呼ばれていたそうで、費用は内加
茂集落の平坪、榎坪、新田坪が負担していました。

▲香取神社境内の愛宕神社

　愛宕神社は、南圓寺北側の「立
た ち き か ん の ん

木観音」がある
お堂（かつては「立

た ち き さ ん せ ん じ ゅ い ん み つ ぞ う じ

木山千寿院密蔵寺」）の西側に
立
たちきくるまづかこふん

木車塚古墳（直径 40 ｍの円墳）があり、その上
に祠が安置され、周りには相撲の土俵が置かれてい
ました。　　
　明治時代に入ると、祠と土俵は香取神社に移され
ましたが、祭りは続き、近郷から力自慢の自称力士
が大勢集まり盛大に相撲大会が開催されました。
　夜には、万灯引き祭りも行われました。「万灯」
とは、柱に行

あんどん

灯と丸い籠を取り付けたもので、籠か
ら周囲に割竹を伸ばし、紙でできた花で飾られてい
ます。万灯は臼に固定され、提

ちょうちん

灯が提げられた荷車
などに載って集落内を巡行し、お囃子も一緒につく
など大変にぎやかでした。万灯の荷車の引き手は、
集落の子どもたちが担当しました。私も子どもの頃
には、立ち寄る家々でお菓子やスイカをごちそうに
なるのが楽しみで、一生懸命に荷車の綱を引いたも
のです。昭和 40 年代の後半には、若者や子どもた
ちの減少によって、「ウラボン」は開催されなくな
りました。もう半世紀以上前の記憶ですが、今でも
夏が近づくと、懐かしく思い出します。
問 歴史博物館 ☎ 029-896-0017

スポーツで『地域』を元気に
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ゆっくり本を楽しむ

今月のおススメ

雪女
小泉八雲　著
伊勢英子　イラスト

おそろし　三島屋変調百物語
事始
宮部みゆき　著

問 図書館 ☎ 029-897-0647

図書館のホームページでは、利用案内や図書
検索など図書館の情報を掲載しています▶

■休館日：�月曜日（祝日の場合は翌日）、図書整理日
◎お話会：9 月 9 日土午前 10 時 30 分から

　立秋とは名のみの暑さ、太陽の陽光がじりじりとまるで炎にあぶられているよ
うに感じられます。暑い夏、陽の光がまぶしいほど、影が濃くなるようです。
　今月は、身も心も涼しくなれる「怖い話」の本をご紹介します。

おそろし　三島屋変調百物語事始
　実家で起きた悲しい事件が原因で、
心を閉ざしてしまった 17 歳のおちか。
身を寄せた叔父夫婦の営む江戸の三島
屋で、女中として黙々と働くことでや
りすごしていました。
　ある日、叔父の伊平衛は、おちかに
江戸中から集まってくる人々の抱える
不思議な話を聞くという仕事をあたえ
ます。おちかは怪しい
話に夢中になって耳を
傾けるうちに、いつし
か自分の心に向き合っ
ていきます。

雪女
　ある寒い夕暮れのこと、ふたりの木
こりがひどい吹雪に遭い、小屋に逃げ
込んで、戸をしっかり締めて横になり
ました。いつの間にか眠りこんでしま
い、若いほうの男が顔に雪があたって
いるのに気づき、ふと目を覚ますと…。
　雪の怖さと美しさ、はかなさを連想
させられ、ラストは切なさと悲しみが
いつまでも降りつも
るようです。怖ろし
さの中にも、美しく
情け深く悲しい雪女
が印象的な名作です。

偕成社 角川書店

今月のテーマ
スポーツ鬼ごっこ
参加者の声を
お届け！

種目

スポーツ広場、硬式テニス、太極拳、
卓球、フットサル、よさこいソーラン、
軽音楽、社交ダンス、ウォーキング、
グラウンド・ゴルフ、英会話広場、
スポーツ鬼ごっこ、スポーツ吹矢

連絡先

KSC なかよしクラブ
　☎ 090-2417-8502（大和）

KSC エンジョイスポーツ 
　☎ 090-2420-7846（高田）▲詳細

　KSC なかよしクラブ「スポーツ鬼ごっこ（以後：スポ鬼）」参加者の声をお届けします。

図書館ボランティアグループを紹介
「石のスープの会」
◉�毎月第 2 土曜日に読み聞かせと折り

紙制作などを行っています。
◉�年に数回、保育所や小学校へ公演に

行きます。会員は現在 5人。子ども
や絵本が好きな方、一緒に活動して
みませんか。仲間を募集中です。

「総合型地域
スポーツクラブ」に
参加しませんか？

◉天
あ ま の

野有
ゆ き

起さん／一般
スポ鬼との出会い
▶�子どもの友人のお母さんに

勧められて、2 年前から始
めました。

スポ鬼の良いところ
▶�スポ鬼は「リスペクトの心」

を精神にしているので、勝
負にこだわらず、思いやり
の心が芽生えます。

勧めたいところ
▶�体を動かすので心身ともに

リフレッシュできます。親
子で参加すると会話のきっ
かけになります。

◉丹
た ん じ

治そよかさん／ 4 年生
スポ鬼との出会い
▶�兄 と 姉 が や っ て い て、 楽

しそうだから始めました。 
4 年くらい続けています。

スポ鬼の良いところ
▶�天気を気にせずプレーでき

ます。コミュニケーション
が大事なので、続けるうち
に得意になりました。

勧めたいところ
▶�運動後の食事がおいしくな

ります。友達も増え、コー
チも優しく教えてくれるの
で初心者でも安心です。

◉石
い し い

井美
み わ

羽さん／ 2 年生
スポ鬼との出会い
▶�いとこがやっていて「面白

いよ」と勧められたのでク
ラブに入りました。

スポ鬼の良いところ
▶�ルールは簡単で楽しいで

す。うまくできた時に「す
ごいね！」と言われるとう
れしいです。

勧めたいところ
▶�足が速くなり、全国大会で

優勝したいと思うようにな
りました。かけっこに自信
のある子におすすめです。

　投稿作品（俳句・短歌・川柳）を募集します。9月1日金までに秘書広報課（〒315-8512上土田461）へお願いします。
※�応募多数の場合は掲載されない場合があります。また、【電話番号】【漢字にはふりがな】の記載をお願いします。

　今回は、内加茂集落のお祭りの「ウラボン」について、
地元にお住まいの市民学芸員・松

ま つ ば
葉薫

かおる
さんが語ってく

れました。
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9 月 図書館カレンダー

左から
天野さん、石井さん、
丹治さん

鬼ごっこと宝とりを合わ
せたようなスポーツ。
1チーム7人で編成し、
制限時間内に相手チー
ムより多く宝を獲得した
チームが勝ち。
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